
提

出

者

菅

野

哲

雄

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

二

四

四

号

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
容
器
包
装
廃
棄
物
に
係
る
効
果
的
な
�
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
推
進
等
を
目
的
に
、

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
、
改
正
案
）
を
三

月
十
日
に
閣
議
決
定
し
た
。
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
望
む
多
く
の
国
民
の
声
が
法
改
正
を
後
押
し
し
、
改
正
作
業
に

あ
た
っ
て
は
、
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
後
に
制
定
さ
れ
た
循
環
型
社
会
形
成

推
進
基
本
法
に
基
づ
き
、
拡
大
生
産
者
責
任
を
確
立
す
る
こ
と
等
が
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
す
る
。

し
か
る
に
改
正
案
に
お
い
て
は
、
中
央
環
境
審
議
会
及
び
産
業
構
造
審
議
会
等
で
、
い
っ
た
ん
は
「
対
応
の
方
向
」
で
検
討

さ
れ
て
い
た
拡
大
生
産
者
責
任
の
確
立
・
強
化
が
、
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
が
散
見
さ
れ
る
。
地
球
環
境
の

保
護
、
政
府
の
推
進
す
る
�
Ｒ
及
び
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
実
効
性
を
伴
っ
た
法
改
正
こ
そ

必
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

排
出
の
抑
制

（
�
）

改
正
案
で
は
、
第
一
条
の
「
目
的
」
に
お
い
て
新
た
に
、
容
器
包
装
廃
棄
物
の
「
排
出
の
抑
制
」
が
盛
り
込
ま
れ

一



た
ほ
か
、
第
四
章
で
も
「
排
出
の
抑
制
」
に
係
る
条
文
を
新
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
が
強
調
す
る
�
Ｒ
の
う

ち
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
、
通
常
「
発
生
の
抑
制
」
と
理
解
さ
れ
、
「
排
出
の
抑
制
」
は
、
そ
の
重
要
な
一

部
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
改
正
案
全
体
を
通
じ
て
「
発
生
の
抑
制
」
で
は
な
く
「
排
出
の
抑
制
」
と
し
た

理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

中
央
環
境
審
議
会
「
今
後
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
意
見
具
申
）
」
（
平
成
十
八
年

二
月
二
十
二
日
）
で
は
、
「
�

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
の
基
本
的
方
向
」
の
（
�
）
に
お
い
て
、

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
に
規
定
さ
れ
た
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
優
先
さ
れ
る
べ
き
発
生

抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
、
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
を
更
に
推
進
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
リ
デ
ュ
ー
ス
を
「
発
生
の
抑

制
」
と
明
確
に
位
置
づ
け
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
経
過
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
改
正
案
に
お
け
る

表
現
は
「
排
出
の
抑
制
」
で
は
な
く
、
「
発
生
の
抑
制
」
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

�

再
使
用

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
第
七
条
は
、
循
環
資
源
の
全
部
又
は
一
部
の
う
ち
、
再
使
用
が
で
き
る
も
の
は
再
使
用

し
、
再
使
用
が
さ
れ
な
い
も
の
は
再
生
利
用
を
す
る
、
さ
ら
に
再
使
用
及
び
再
生
利
用
が
で
き
な
い
も
の
は
熱
回
収
す
る
と

二



い
っ
た
よ
う
に
、
資
源
の
循
環
利
用
の
優
先
順
位
を
明
ら
か
に
し
、
再
使
用
を
最
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

前
項
で
引
用
し
た
中
央
環
境
審
議
会
の
意
見
具
申
も
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
改
正
案
で
は
第
一
条
の

「
目
的
」
あ
る
い
は
第
三
条
の
「
基
本
方
針
」
等
に
お
い
て
「
分
別
収
集
及
び
分
別
基
準
適
合
物
の
再
商
品
化
」
の
促
進
は

う
た
っ
て
い
る
も
の
の
、
再
使
用
す
な
わ
ち
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
よ
り
優
先

順
位
が
高
い
再
使
用
の
促
進
を
改
正
案
か
ら
欠
落
さ
せ
る
こ
と
は
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
並
び
に
政
府
が
強
調
す

る
�
Ｒ
の
趣
旨
に
照
ら
し
た
際
、
極
め
て
後
退
し
た
印
象
を
与
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

事
業
者

改
正
案
で
は
、
第
七
条
の
四
か
ら
同
七
に
至
る
ま
で
、
事
業
者
が
「
排
出
の
抑
制
」
を
自
主
的
に
促
進
す
る
た
め
の
規
定

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
対
象
と
な
る
事
業
者
は
主
に
「
包
装
容
器
を
用
い
る
事
業
者
」
と
認
識
す
る
。

し
か
る
に
、
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
を
促
す
た
め
に
は
、
包
装
容
器
の
利
用
事
業
者
に
限
ら
ず
、
製
造
事
業
者
も
対
象

に
す
べ
き
と
考
え
る
。
中
央
環
境
審
議
会
の
意
見
具
申
並
び
に
産
業
構
造
審
議
会
の
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
評
価
検

討
に
関
す
る
報
告
書
」
（
平
成
十
八
年
二
月
）
に
お
い
て
も
、
事
業
者
を
利
用
事
業
者
に
特
定
し
て
い
る
と
は
推
察
で
き
な

い
。
製
造
事
業
者
を
対
象
事
業
者
と
し
な
い
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三



�

拡
大
生
産
者
責
任

（
�
）

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
は
、
「
事
業
者
の
責
務
」
と
し
て
拡
大
生
産
者
責
任
に
言
及
し
た
も
の
と
承
知
す

る
。
さ
ら
に
改
正
作
業
に
あ
た
っ
た
中
央
環
境
審
議
会
の
第
三
十
三
回
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
に
お
い
て
資
料

提
出
さ
れ
た
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
見
直
し
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」
の
十
六
頁
で
は
、
事
業
者

の
過
重
な
負
担
に
留
意
し
つ
つ
、
「
事
業
者
が
拡
大
生
産
者
責
任
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
費
用
の
一
部
を

負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
責
任
を
果
た
す
と
い
う
役
割
分
担
が
適
切
で
は
な
い
か
」
と
し
た
「
対
応
の
方

向
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
改
正
案
で
は
「
排
出
の
抑
制
」
に
向
け
た
事
業
者
の
自
主
的
な
取
組
に
と
ど

ま
り
、
拡
大
生
産
者
責
任
の
確
立
・
強
化
が
見
送
ら
れ
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

包
装
容
器
に
係
る
リ
サ
イ
ク
ル
八
団
体
が
示
し
た
「
事
業
活
動
に
お
け
る
容
器
包
装
の
�
Ｒ
推
進
に
係
る
自
主
行

動
計
画
」
で
は
、
目
標
年
次
と
す
る
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
、
例
え
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
排
出
抑
制
で
は
〇
四
年
度

実
績
比
で
一
本
あ
た
り
三
％
の
軽
量
化
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
関
係
者
の
自
主
努
力
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
目
標
数
値
が
利
用
者
の
期
待
す
る
も
の
と
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
事
業
者
の

自
主
的
取
組
の
効
果
が
顕
著
に
現
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
将
来
的
に
拡
大
生
産
者
責
任
の
強
化
を
明
確
に
位
置
づ

四



け
た
再
改
正
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

�

レ
ジ
袋

（
�
）

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
多
く
の
利
用
者
が
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
想
定
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
が
、
改
正
案
の

条
文
に
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

事
業
者
の
自
主
的
取
組
に
よ
る
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
程
度
に
ま
で
定
着
す
る
も
の
と
想
定

し
て
い
る
の
か
。
数
値
目
標
等
を
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

レ
ジ
袋
の
有
料
化
の
自
主
的
取
組
が
期
待
す
る
目
標
値
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
、
レ
ジ
袋
税
の
導
入
を
図
る
べ
き

と
の
意
見
も
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
新
た
な
措
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

�

リ
サ
イ
ク
ル
費
用

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
の
制
定
以
後
、
家
電
製
品
、
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
、
自
動
車
等
、
収
集
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を

商
品
価
格
に
含
め
る
潮
流
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
容
器
包
装
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府

の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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